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本日のプログラム
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Weekly Report№４５
第３１６９回例会記録
日時：2025年 6月12日(木)12:30～
会場：ホテルサンシャイン ２Ｆ
司会：高井 一博 SAA
★開 会 点 鐘：乾 淳 会長
★国 歌：君が代
★Ｒ ソ ン グ：奉仕の理想
★四つのテスト：島田 光隆 君

2024―2025年度 国際ロータリーテーマ

6月28日(土)18:00~
夜間例会 懇親会

表彰式

・6月の誕生日、おめでとうございます。
朝長賢一君⑤ 吉川健児君 東海林勉君⑦
植村涼子君⑥ 棚橋 忠君

本日のプログラム 青少年奉仕委員会担当
遠軽高校IAC活動と短期海外研修報告
遠軽高校ボランティア部顧問 宮森 万実 様①

昨年度から顧問を務めております。今日は生徒二
人が部活動と海外研修等の報告を行います。

5月10日～11日、帯広で開催されたインターアク
ト地区大会に生徒を引率していきました。他校との
多くの交流の場が増え、部活も活気づいています。
大会で得たことなどを部活に持ち帰り、活動の方向
性を考える貴重な機会となりました。
参加した生徒が生き生きと大会の中で新しい人

間関係ができたり、生徒自身が自ら主体的に動く
ことを学んでいるところを見て、地区大会は生徒
の成長にとてもつながっていると、私は顧問とし
てとても感じております。こういった活動ができ
るのはロータリークラブの皆さんのご支援・ご協
力のおかげだと本当に心から感謝申し上げます。

今後の活動について生徒からの発表があるので、
温かく見守っていただければ幸いです。

会長報告 乾 淳 会長④
皆様、こんにちは。
本日は、青少年奉仕委員会によります担当例会

で、インターアクト報告となります。青少年奉仕委
員会ならびに遠軽高校インターアクトクラブの皆
様、後ほど宜しくお願い致します。

本日の会長報告ですが、6月はロータリー親睦活
動月間となり、ロータリアン同士の友情や絆を深め
る事を目的とした特別な月間となります。

この月間はロータリークラブの基本理念である親睦
の重要性を再認識し、会員間の交流やクラブの結束力
を高め、新会員との関係構築や既存会員のモチベーシ
ョンの向上をはかる事を目的としております。

活動例としては、懇親会やクラブ内イベントの開
催、家族を招いたパーティーや旅行、他クラブとの
合同例会、会員同士の趣味を活かしたゴルフ等のグ
ループ活動がございます。

ロータリーの「四つのテスト」にあるように、親
睦はロータリー活動の倫理的、人道的な土台なって
おり、この月間を通して楽しく交流を深めながらクラ
ブの活力向上に繋げることが期待されております。

このような理由から、当クラブでも年度末6月の
最終例会は、親睦ゴルフ、パークゴルフ大会が開催
されているのだと思います。私自身、28日の最終
例会、とても楽しみにしております。

最後になりますが、先週５日の例会で報告致しま
した一宮龍旗さんの入会について、異議申し立てが
ありませんでした。よって、7月1日付で入会の手
続きを進めてまいります。なお、入会式について
は、7月3日を予定しております。

幹事報告 石井 朋子 幹事
１．北海道家庭学校より礼状。回覧。
２．紋別RC創立70周年の記念誌受贈。
３．国際ロータリー日本支部より、2025－2026年

度国際ロータリー会長予定者が辞任。次年度会長
は国際ロータリーにより選任中との連絡。

４．遠軽町、観光協会、商工会議所より、太陽の丘
のツツジの花殻摘みの依頼。

委員会報告
◇長嶋 宏明 親睦活動委員長
・6月の結婚記念日、おめでとうございます。

益井伸也君 成田弘明君⑧ 西 清治君
東海林勉君⑦ 吉田昌子君 【名前後の〇数字は写真の中の番号】

6月19日(木)12:30~
クラブフォーラム
活動報告/退任挨拶
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Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134 E-mail：info@engaru-rc.com

【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャインTel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)
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前島英樹 宇野 勝

例会日 会員 出席計算 出席者数 メイク 出席率 無断欠席数 会 員 数 アップ出席報告

須藤順一
出席委員長

6月 5日 45 44 30 7 84.1％
6月12日 45 44 26 59.1％

ニコニコＢＯＸ 長嶋 宏明 親睦活動委員長
成田弘明君 結婚記念日 5,000円
東海林勉君 結婚記念日、誕生日 10,000円
朝長賢一君 誕生日 5,000円
植村涼子君 誕生日 5,000円

2024-25年度合計 591,300円
☆閉会点鐘：乾 淳会長☆今号会報担当：宇野 勝委員

2024-25_45th_02

本日のプログラム
遠軽高校ボランティア部の活動報告
こんにちは。遠軽高校ボランティア部長の菅沼海

優②と副部長の仲野 雛③です。
本日は部活動、そして短期海外研修の活動報告を

させていただきます（プロジェクター使用）。
まず、私たちの部活動について紹介していきま

す。私たちは通年の活動として、児童館訪問や花カ
フェ、フードロスの会、町内のゴミ拾いなどを行っ
ています。その中でも今回は花カフェとフードロス
の会とゴミ拾いについて話していきます。

フードロスの会とは月に一度行われる、まだ食べ
られるけれど使われない食材を地域から集め、それ
らを元に料理を作り、町民の方々に無料で提供する
イベントです。この会を通して、世の中には使われ
ずに余っている食材が沢山あることに驚きました。

そして、フードロスの会のスタッフの皆さんがそ
れらを無駄にせず、上手に使い切っておいしく食べ
てもらえるように工夫している姿に感動しました。

こちらのスライドは実際にフードロスの会で作っ
た時の料理の写真です。これらの料理以外にも、う
どんや炊き込みご飯など様々なものを作りました。

花カフェは認知症カフェのことを指しており、認
知症の方やそのご家族と談話やゲーム、アート作り
などを通して交流をし、認知症について理解を深め
るものです。実際に参加してみて、認知症への理解
がより深まると同時に、運営以外のスタッフから高
齢者への接し方を学びました。また、ゲームなどを
通して楽しく交流することもできました。

ゴミ拾いでは4月だけで合計48kgのゴミを拾いま
した。私は私たちがゴミ拾いをしなくても良くなる
街になることを願ってこの活動を行っています。

通年の活動以外では、町のイベントスタッフや赤
い羽根募金、JR車内販売など様々な活動を幅広くや
っています。町のイベントでは子ども縁日のくじ引
きのスタッフとして活動し、実際に地域の子供たち
と話すことができました。これら以外にも他の部
活と関わることでボランティアについて知り、関
わるきっかけを作るために活動しています。

私たちはこれらの活動を通して、色々な年代の方
や立場の違う方々と接することで、今までの自分た
ちにはなかった考え方や価値観にたくさん触れるこ
とができ、コミュニケーション力と広い視野を身に
つけることができました。

また、私たちは幅広い年代や国籍の方と交流し、
色々な経験をする、楽しみながら積極的に活動する
という目標を持って活動しています。これまでは幅
広い年齢の方との交流を積極的にしていきました
が、国際的な交流はできていませんでした。

今年度は遠軽高校から私が台湾へ海外研修へ行く
ことができたので、そこで学んだ経験を部活へとつ
なげて、遠軽高校ボランティアでも国際的な活動を
通して町を活性化させていきたいです。また、私た
ちが楽しみながらボランティア活動をすることで、
周りに良い影響を与え、ボランティアへの参加が増
えるようになれば良いと思っています。

台湾の研修（2025年3月24日～27日）では、観光
地を訪れ、日本にないたくさんの景色や物を見る
ことができ、興奮が止まりませんでした。日本語
を話す店員が多いことに驚きました。新竹高校の生
徒との交流では、温かく迎えられ、昼食を共にしな
がらお互いの活動を紹介し、ディスカッションを行
いました。この交流から、ボランティア活動に対す
る姿勢の共通点や、事前のコミュニケーションの重
要性を学びました。

今後は、地域おこし協力隊との連携や、外国人と
の交流イベントを通じて、異文化理解を深める取り
組みを進めていきたいと考えています。今回の貴重
な体験は皆さんの支援のおかげです。学んだことを
部活動に活かし、引き続き努力していきますので、
よろしくお願いいたします。

ご清聴ありがとうございました。


